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　協力隊に着任して三度目の新年を迎えました。
担当地区の宿根木では、住民の健康づくりや住民
間の交流とふれあいを目的に、田植えが落ち着い
た６月と、農閑期となる11月から３月にサロン
を月に一度開いています。これまでウォーキン
グや料理教室、手芸などを楽しんできましたが、
もっとサロン活動を皆さんに知ってもらい、参加
を促すにはどうしたらいいか、そこで味噌づくり
をしてはどうかと思いつきました。
　私は今年の３月で協力隊の任期を終えます。そ
の後は夫と二人三脚で農業を軸に生活をしていき
たいと思っています。味噌の原料である大豆の栽培も今後のためになると思い、昨年、大豆の多収栽培と
いう少し手間のかかる栽培方法に挑戦しました。結果としては多収とはならなかったのですが、味噌を仕
込むのには十分な大豆がとれ、この大豆を使って50㎏の味噌をサロンで仕込む予定です。麹となるお米も
もちろん地元産。地元で採れたものを使ってみんなで楽しみながら味噌を仕込んで、それを食べて健康づ
くり。「味噌汁は朝の毒消し」ということわざがあります。皆さんもおいしいお味噌を食べていますか？

地域振興課　地域振興係　☎６３―４１５２

小木町・宿根木地域担当　岩瀬　祥子

『サロン活動を活発させたい！』

中
部
地
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者
が
佐
渡
に
来
島
！

　

昨
年
11
月
23
日
・
24
日
の
2
日
間
、
第

７
回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
が
佐
渡
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
佐
渡

を
含
め
た
10
地
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者

56
人
が
集
い
ま
し
た
。

　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
、
比
較
的
集
ま

り
や
す
い
隣
接
し
た
都
道
府
県
の
ジ
オ

パ
ー
ク
地
域
が
年
に
一
度
集
ま
る
会
で
、

各
地
の
情
報
交
換
や
経
験
の
共
有
を
重
ね

る
こ
と
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に
取
り
組

む
地
域
が
互
い
の
活
動
の
発
展
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

１
日
目
は
、
参
加
地
域
の
活
動
を
紹
介

す
る
事
例
紹
介
と
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
向

け
に
、
ガ
イ
ド
力
向
上
を
目
指
す
研
修
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
参
加
者
が
２
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
協
会

が
考
案
し
た
コ
ー
ス
を
巡
り
、
コ
ー
ス
に

対
す
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
各
地
の
ガ
イ
ド
さ
ん

の
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」
「
２
日
目
に

ふ
る
ま
わ
れ
た
佐
渡
の
お
け
さ
柿
の
味
が

印
象
に
残
っ
た
」
な
ど
と
い
っ
た
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
は
自
分
の
地
域
だ
け

で
な
く
、
ほ
か
の
地
域
と
の
交
流
を
通
じ

て
自
分
た
ち
の
地
域
の
課
題
を
と
ら
え
直

す
こ
と
が
で
き
る
の
も
大
き
な
強
み
の
一

つ
で
す
。

中部ブロック大会に参加した皆さん

ゴミ拾いも兼ねてのウォーキングで、環境美化と健康づくり！

社
会
教
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ー
ク
推
進
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